
地
域
合
同
防
災
訓
練
を
初
開
催

地
域
合
同
防
災
訓
練
を
初
開
催

朝
日
小
学
校
・
只
見
中
学
校
・
地
域
住
民
が
連
携

　

７
月
８
日
、朝
日
地
区
内
の「
朝
日
小
学

校
、只
見
中
学
校
、黒
谷
地
区（
町
・
蓮
の

原
）、行
政
関
係
者
」な
ど
が
連
携
し
、地
域

合
同
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、総
勢
約
２
２
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
は
朝
日
小
学
校
と
只
見
中
学
校
。

合
同
訓
練
を
通
し
て
、自
分
の
命
を
守
る

「
自
助
」、互
い
に
助
け
合
う「
共
助
」・
行
政

に
よ
る
救
助
・
支
援「
公
助
」を
理
解
し
、防

災
意
識
を
高
め
る
こ
と
、そ
し
て
平
成
23
年

７
月
に
起
き
た「
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
」の

歴
史
と
教
訓
を
後
世
に
語
り
継
ぐ
人
材
育

成
を
目
的
と
し
、朝
日
小
学
校
な
ど
が
計
画

し
ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
は
、大
雨
に
よ
る
水
害
を
想
定

し
行
わ
れ
ま
し
た
。当
日
朝
７
時
20
分
に
防

▲朝日小学校へ避難する黒谷地区の小・中学生と住民の
　皆さん

▲１次避難所から２次避難所へ避難する際、小学校高学年は
　低学年の手を引いて移動しました

災
行
政
無
線
で
水
害
発
生
に
よ
る
避
難
勧

告
が
放
送
さ
れ
、黒
谷
地
区
の
住
民
は
朝
日

振
興
セ
ン
タ
ー
に
避
難
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

川
の
増
水
の
た
め
朝
日
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら

朝
日
小
学
校
へ
避
難
す
る
よ
う
指
示
が
あ

り
、避
難
者
は
列
に
な
り
朝
日
小
学
校
の
校

庭
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　

朝
日
小
学
校
で
は
、大
雨
の
影
響
に
よ
り

２
次
避
難
所
の
只
見
中
学
校
体
育
館
に
避

難
す
る
放
送
が
流
れ
、小
学
生
・
先
生
方
と

地
域
住
民
は
速
や
か
に
移
動
し
ま
し
た
。移

動
の
際
に
は
、中
学
生
が
通
路
に
並
び
、避

難
場
所
に
誘
導
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
次
避
難
所
の
只
見
中
学
校
体
育
館
で

は
、避
難
生
活
を
想
定
し
た
訓
練
が
さ
れ
ま

し
た
。ま
ず
体
育
館
に
入
る
と
、中
学
生
が

避
難
者
の
受
付
を
行
い
、胸
に
名
前
を
記
入

し
た
シ
ー
ル
を
貼
り
、全
員
が
避
難
し
た
か

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、体
育
館
や
教
室
な
ど
４
箇
所
に

分
か
れ
体
験
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。１
つ

目
は
、「
平
成
23
年
７
月
の
新
潟
・
福
島
豪
雨

災
害
」に
つ
い
て
、防
災
士
の
渡
部
仁
一
さ
ん

に
よ
る
当
時
の
状
況
や
防
災
に
つ
い
て
の
説

明
。２
つ
目
は
、只
見
町
赤
十
字
奉
仕
団
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
炊
き
出
し
の
体
験
で
、お

に
ぎ
り
作
り
。３
つ
目
は
、役
場
町
民
生
活

課
に
よ
る
、避
難
生
活
で
使
用
す
る「
簡
易

ト
イ
レ
・
テ
ン
ト
・
食
料
品
」な
ど
防
災
グ
ッ

ズ
に
つ
い
て
の
説
明
・
体
験
。４
つ
目
は
、消

防
署
に
よ
る「
三
角
巾
や
包
帯
の
使
い
方
」

な
ど
救
急
処
置
の
方
法
の
説
明
・
体
験
が
あ

り
、小
学
生
や
中
学
生
、そ
し
て
住
民
の
方

は
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
体
験
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
全
体
会
で
、朝
日
小
学
校
２
年
生

の
伊
藤
恵
衣
さ
ん
は「
家
族
と
一
緒
に
い
な
い

と
き
は
、地
域
の
人
と
避
難
し
ま
す
」と
話

し
、只
見
中
学
校
３
年
生
の
渡
部
美
依
さ
ん

は「
今
回
の
訓
練
を
活
か
し
、有
事
の
際
は
、

落
ち
着
い
て
対
応
し
た
い
」と
訓
練
の
感
想

を
話
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、参
加
者
の
皆
さ
ん
の
防

災
意
識
を
高
め
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。有
事

の
際
は
、ま
ず
自
分
の
命
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
に
、常
日
頃
か
ら
の
準
備
が
大
切
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。皆
さ
ん
も
い
つ
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て
、避
難
場
所

の
確
認
な
ど
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲感想を述べる小・中学生と小沼昇さん
　６名

▲防災士の渡部仁一さんによる豪雨災害の
　説明

▲包帯の使い方を学ぶ
　小学生

▲段ボール製の組立トイレ
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完
成
お
披
露
目
会
を
開
催

完
成
お
披
露
目
会
を
開
催

「
八
十
里
越
馬
子
唄
」を
復
元

は
ち
じ
ゅ
う
り
ご
え 

ま　

ご  

う
た

　

７
月
３
日
、町
下
町
民
体
育
館
に
お
い

て
、「
八
十
里
越
馬
子
唄
」の
お
披
露
目
会
が

行
わ
れ
約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

八
十
里
越
馬
子
唄
と
は
、越
後
吉
ヶ
平
の

馬
子（
荷
物
を
運
ぶ
馬
を
引
く
人
）が
八
十

里
峠
を
越
え
る
時
に
う
た
っ
て
い
た
唄
で
、

こ
の
唄
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
目
的
で
、町

教
育
委
員
会
か
ら
町
文
化
協
会
へ
復
元
を

委
託
し
ま
し
た
。

　

当
日
会
場
で
は
、町
民
謡
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
尺
八
・
唄
の
生
演
奏
で
、馬
子
唄
が
披

露
さ
れ
、梁
取
地
区
の
三
宅
友
也
さ
ん
に
よ

る
カ
ラ
オ
ケ
指
導
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は「
素
晴
ら
し
い
」

「
ま
た
聴
き
た
い
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、閉

会
後
に
は
Ｃ
Ｄ
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
潟
市
か
ら
い
わ
き
市
ま
で
の
国
道
２
８

９
号
を
自
転
車
で
走
破
す
る
事
業「
Ｒ
２
８

９
フ
ル
コ
ー
ス
踏
破
」が
、７
月
30
〜
31
日
に

か
け
て
行
わ
れ
、只
見
高
校
１
、２
年
生
19
名

が
参
加
し
、約
10
㎞
ず
つ
の
タ
ス
キ
リ
レ
ー
方

式
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
は

Ｒ
２
８
９
フ
ル
コ
ー
ス
踏
破
実
行
委
員
会
の

主
催
で
、国
道
２
８
９
号
全
線
早
期
開
通

と
、八
十
里
越
の
周
辺
環
境
の
保
全
・
活
用
な

ど
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、今
年
で
６
回
目
と

な
り
ま
す
。

　

初
日
は
新
潟
県
庁
を
ス
タ
ー
ト
し
、八
十

里
越
工
事
区
間
は
徒
歩
や
車
両
で
通
行
し
、

明
和
振
興
セ
ン
タ
ー
に
到
着
。２
日
目
は
、同

セ
ン
タ
ー
か
ら
南
会
津
町
、白
河
市
を
通
り
、

夕
方
に
い
わ
き
の
勿
来
の
関
に
無
事
到
着
し
、

沿
道
か
ら
は
温
か
い
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

只
見
高
校
生
よ
る
Ｐ
Ｒ
効
果
で
、一
日
も
早
く

全
線
開
通
と
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

７
月
25
日
、福
島
県
な
ど
が
主
催
す
る

「
産
学
官
連
携
も
の
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」が
只

見
町
商
工
会
で
行
わ
れ
、約
20
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

講
師
に
、東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

の
堀
切
川
一
男
教
授
を
迎
え
、地
域
産
学
官

連
携「
福
島
堀
切
川
モ
デ
ル
」に
つ
い
て
講
演

さ
れ
ま
し
た
。福
島
堀
切
川
モ
デ
ル
と
は
、福

島
の
復
興
と
共
に
、企
業
の
新
製
品
開
発
や

事
業
化
の
成
果
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
的

に
、民
間
企
業
と
大
学
の
専
門
家
、そ
し
て

地
方
公
共
団
体
な
ど
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
連

携
す
る
モ
デ
ル
で
、企
業
に
御
用
聞
に
伺
い
、

悩
み
や
失
敗
談
か
ら
専
門
家
の
意
見
を
取

り
入
れ
、そ
こ
か
ら
製
品
化
に
結
び
付
け
る

こ
と
で
、実
際
の
事
例
を
ふ
ま
え
説
明
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

堀
切
川
教
授
は「
製
品
化
の
目
標
は
あ
ま

り
高
い
設
定
は
し
な
い
こ
と
」「
商
品
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
に
こ
だ
わ
る
こ
と
」な
ど
ア
ド
バ
イ
ス

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
、町
教
育
委
員
会
の
成
人
教
育

事
業
で
、町
の
今
と
昔
の
産
業
・
仕
事
を
学
ぶ

為
に
会
津
工
場
と
考
古
館
の
見
学
を
行
い
ま

し
た
。参
加
者
は
夏
休
み
こ
ど
も
教
室
児
童

を
含
む
35
名
で
只
見
学
を
活
用
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、現
代
の
産
業
を
学
ぶ
為
、会
津

工
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。会
津
工
場
で
は
、

世
界
で
唯
一「
Ｈ
プ
ロ
セ
ス
工
法
」と
い
う
鋳

造
法
を
用
い
、製
品
を
社
内
一
貫
管
理
す
る

高
い
技
術
を
も
っ
て
お
り
、工
場
見
学
を
通

し
て
社
員
の
方
か
ら
そ
の
説
明
を
聞
き
ま
し

た
。小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、考
古
館
で
は
、麻
か
ら
布
に
す
る

加
工
や
施
設
内
の
展
示
品
、そ
し
て
遺
跡
等

の
見
学
を
通
し
て
昔
の
産
業
や
仕
事
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
良
い
勉
強
に
な
っ
た
」と

い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

第
６
回「
Ｒ
２
８
９
フ
ル
コ
ー
ス
踏
破
」

第
６
回「
Ｒ
２
８
９
フ
ル
コ
ー
ス
踏
破
」

只
見
高
校
生
が
日
本
海
か
ら
太
平
洋
を
横
断

も
の
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

も
の
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

産
学
官
連
携
に
よ
る
商
品
開
発
・
改
善

会
津
工
場
・

会
津
只
見
考
古
館
を
見
学

会
津
工
場
・

会
津
只
見
考
古
館
を
見
学

「
只
見
の
産
業
を
学
ぼ
う
」

▲八十里越馬子唄を披露する町民謡会の皆さん

▲新潟県庁スタートの様子

▲講演会前に会津工場を視察した
　堀切川教授

▲会津工場で工場見学する小学生の皆さん

ほ
っ
き
り
が
わ　
　

か
ず
お



平
成
28
年
度
福
島
県
消
防
操
法
競
技
南
会
津
地
方
大
会

平
成
28
年
度
福
島
県
消
防
操
法
競
技
南
会
津
地
方
大
会

素
早
い
動
作
と
正
確
な
連
携
操
作
を
披
露

　

平
成
28
年
度
福
島
県
消
防
操
法
南
会
津

地
方
大
会
が
、７
月
３
日
に
南
会
津
町
だ
い

く
ら
ス
キ
ー
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
隔
年
で
行
わ
れ
、只
見
町
・

南
会
津
町
・
下
郷
町
・
檜
枝
岐
村
の
４
町
村

の
消
防
団
員
が
、消
防
ポ
ン
プ
な
ど
の
機
械

器
具
を
使
用
し
消
火
活
動
の
基
本
と
な
る

「
消
防
操
法
」の
技
術
と
タ
イ
ム
を
競
い
合
い

ま
す
。只
見
町
の
選
手
は
、５
月
12
日
の
結

団
式
か
ら
約
40
日
間
の
練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、時
折
雨
が
降
る
天
候
の
中

で
行
わ
れ
、持
ち
運
び
可
能
な
ポ
ン
プ
を
使

用
す
る「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」に
４
チ
ー
ム
、

消
防
車
の
ポ
ン
プ
で
行
う「
ポ
ン
プ
車
の
部
」

に
３
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

▲素早い動作と正確な連携を披露したポンプ車操法

　

競
技
本
番
で
只
見
町
チ
ー
ム
は
、俊
敏
な

動
き
と
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ポ
ン
プ
操
作

な
ど
を
行
い
、最
短
時
間
で
火
点
へ
の
放
水

を
完
了
し
ま
し
た
。ベ
ス
ト
を
尽
く
し
操
法

を
や
り
遂
げ
た
出
場
選
手
に
、目
黒
消
防
団

長
や
目
黒
町
長
、応
援
団
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
、ポ
ン
プ
車
操
法
の
成

績
と
出
場
さ
れ
た
選
手
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▲各選手４０日間の訓練の成果を十分に発揮し、只見町の代表としてベストを尽くしました

▼
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
・「
第
４
位
」

　

指
揮
者 

梁　

取　

麻　

緒

　

１
番
員 

菅　

家　

健　

太

　

２
番
員 

皆　

川　

龍

　

３
番
員 

酒　

井　

俊　

夫

　

補
充
員 

八
久
保　

高　

志

　

補　

欠 

皆　

川　

範　

仁

▼
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
・「
第
３
位
」

　

指
揮
者 

佐　

藤　

隆　
一

　

１
番
員 

堀　

金　

瞬

　

２
番
員 

加　

藤　

健　

太

　

３
番
員 

目　

黒　

秀　

幸

　

４
番
員 

五
十
嵐　

順

　

補
充
員 

三　

瓶　

宏　

勝

　

補　

欠 

五
十
嵐　

友　

人

ポンプ車操法の部 ポンプ車操法の部 小型ポンプ操法の部 小型ポンプ操法の部

　

６
月
27
日
、町
内
４
校
の
小
・
中
学
校
が
、

平
成
28
年
度
福
島
県
学
校
歯
科
保
健
優
良

表
彰
の
報
告
で
目
黒
町
長
を
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
福
島
県
教
育
委
員
会
等
が

主
催
で
、学
校
の
保
健
歯
科
活
動
を
通
し
、

児
童
・
生
徒
の
歯
が
健
康
に
守
ら
れ
、そ
の

取
組
み
が
認
め
ら
れ
た
学
校
が
表
彰
さ
れ

ま
す
。今
年
は
、只
見
小
学
校
と
明
和
小
学

校
が「
優
秀
賞
」、朝
日
小
学
校
と
只
見
中
学

校
が「
奨
励
賞
」で
、町
内
全
て
の
小
・
中
学

校
が
２
年
連
続
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

目
黒
町
長
は「
町
内
全
て
の
小
・
中
学
校

が
、２
年
連
続
で
の
受
賞
は
大
変
素
晴
ら
し

い
こ
と
。学
校
関
係
者
や
保
護
者
の
日
頃
の

努
力
が
、子
ど
も
達
の
歯
の
健
康
に
繋
が
っ

て
い
る
の
で
、今
後
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

県
教
育
委
員
会
か
ら
良
い
歯
の
学
校
表
彰

県
教
育
委
員
会
か
ら
良
い
歯
の
学
校
表
彰

町
内
全
て
の
小
・
中
学
校
が
受
賞

▲受賞報告に来庁された校長先生方。
　受賞おめでとうございます！
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只
見
町
と
魚
沼
市
で
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

只
見
町
と
魚
沼
市
で
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

国
道
２
５
２
号
六
十
里
越
雪
わ
り
街
道

　

只
見
町
と
魚
沼
市
の「
国
道
２
５
２
号
六

十
里
越
雪
割
り
街
道
を
愛
す
る
会
」主
催
の

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
７
月
12
日
、只
見
町

宮
渕
か
ら
魚
沼
市
大
白
川
の
間
で
行
わ
れ
、

両
市
町
合
わ
せ
約
90
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

清
掃
は
只
見
町
と
魚
沼
市
の
両
側
か
ら

行
わ
れ
、道
路
沿
い
の
空
缶
や
タ
バ
コ
の
吸
い

殻
な
ど
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

清
掃
終
了
後
、ア
イ
ヨ
シ
の
滝
で
只
見
町

と
魚
沼
市
の
参
加
者
が
合
流
し
交
流
会
を

行
い
ま
し
た
。交
流
会
で
目
黒
長
一
郎
会
長
が

「
今
年
は
ゴ
ミ
の
量
が
減
り
通
行
者
の
マ
ナ
ー

が
良
く
な
っ
た
と
感
じ
た
。両
市
町
で
交
流

し
な
が
ら
早
期
再
開
通
の
要
望
に
取
組
ん
で

い
く
」と
挨
拶
し
、魚
沼
市
の
皆
さ
ん
と
連
携

を
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
お
茶
で
乾

杯
し
、冷
汁
と
お
に
ぎ
り
を
食
べ
な
が
ら
参

加
者
の
懇
親
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

人
材
育
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
ラ
ン
事
業「
第

８
期
生
」の
開
講
式
が
６
月
30
日
、只
見
振
興

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
８
期
生
12
名
は「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
ふ
る
さ

と
ク
ッ
キ
ン
グ
」を
テ
ー
マ
に
、只
見
の
郷
土
料

理
の
作
り
方
や
歴
史
な
ど
を
２
年
間
学
び

ま
す
。

　

開
講
式
で
角
田
行
雄
教
育
委
員
長
は「
只

見
は
農
山
村
文
化
で
、食
生
活
に
昔
か
ら
の

知
恵
や
工
夫
が
あ
る
。受
講
生
は
味
と
技
を

学
び
、次
世
代
に
伝
え
て
欲
し
い
」と
挨
拶
し

ま
し
た
。ま
た
受
講
生
か
ら
は「
母
の
郷
土
料

理
の
味
を
覚
え
た
い
」「
農
家
民
泊
で
子
ど
も

に
教
え
た
い
」「
郷
土
料
理
を
仕
事
に
す
る
為

に
学
び
た
い
」な
ど
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。今
年
度
の
講
座
は
全
８
回
予
定
さ

れ
、基
本
な
ど
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

６
月
29
日
、
只
見
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

跡
地
で
、
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

只
見
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
は
耐
震
性
能

に
問
題
が
あ
り
、
既
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し

た
が
、
地
域
住
民
の
要
望
を
反
映
し
た
設

計
が
ま
と
ま
り
、
今
回
只
見
振
興
セ
ン
タ

ー
を
新
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
築
工
事
の
安
全
祈
願
祭
で
、
目
黒
町

長
は
「
地
域
住
民
の
意
見
を
含
め
計
画
し

た
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
が
、
１
日
も
早
い

供
用
開
始
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す

」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
竣
工
は
来
年
の
３

月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
20
日
、大
倉
地
区
に
あ
る
さ
ん
べ
農

園
の
田
ん
ぼ（
有
機
栽
培
）で
、日
産
自
動
車

と
会
津
大
学
が
共
同
開
発
し
て
い
る
除
草
ロ

ボ
ッ
ト「
ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
ッ
ト
」の
試
験
運
転

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、日
産
自
動
車
の
電
気
自
動
車
の

充
電
機
能
及
び
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能（
衛
星
位
置
情

報
）に
よ
る
自
動
運
転
技
術
を
、会
津
大
学

の
開
発
チ
ー
ム
が「
ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
ッ
ト
」に

盛
り
込
み
、自
動
で
田
ん
ぼ
を
除
草
す
る
技

術
で
、農
作
業
の
省
力
化
を
図
る
こ
と
が
狙

い
。今
回
は
試
作
段
階
の
為
、大
学
生
が
ロ
ボ

ッ
ト
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
で
操
作
し
、動
き

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

会
津
大
学
の
藤
井
准
教
授
は「
将
来
的

に
、農
業
用
電
気
自
動
車
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
が

自
動
的
に
田
ん
ぼ
に
入
り
除
草
す
る
よ
う

に
し
た
い
」と
話
さ
れ
、同
大
学
の
中
村
准
教

授
は「
こ
の
技
術
に
よ
り
、農
業
に
も
開
発
に

も
興
味
を
持
つ
人
が
増
え
れ
ば
」と
思
い
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

人
材
育
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
ラ
ン
事
業

第
８
期
生

人
材
育
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
ラ
ン
事
業

第
８
期
生

只
見
の
郷
土
料
理
を
次
世
代
へ
繋
ぐ

「
安
全
祈
願
祭
」開
催
さ
れ
る

「
安
全
祈
願
祭
」開
催
さ
れ
る

只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
新
築
事
業

「
日
産
自
動
車
×
会
津
大
学
」

只
見
で
試
験
運
転

「
日
産
自
動
車
×
会
津
大
学
」

只
見
で
試
験
運
転

ロ
ボ
ッ
ト
が
田
ん
ぼ
を
除
草

▲R252の景観を守る愛する会とボランティアの皆さん

▲開講式後には１回目の講座が行われました

▲地鎮で「鍬入」をする目黒町長
じちん　　　 くわいれ

▲ロボットの動きを確認する
　　　　　　　農業者と開発チーム

アイガモロボット



只
見
町「
只
者
じ
ゃ
な
い
」ブ
ラ
ン
ド
始
動

只
見
町「
只
者
じ
ゃ
な
い
」ブ
ラ
ン
ド
始
動

只
見
町
新
商
品
開
発
事
業

　

只
見
町「
只
者
じ
ゃ
な
い
」ブ
ラ
ン
ド
推
進

委
員
会
が
主
催
す
る
新
ブ
ラ
ン
ド「
只
者
じ

ゃ
な
い
」産
品
が
、ふ
る
さ
と
交
流
都
市
柏
市

を
中
心
に
販
売
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、町
内
の
事
業
者（
製
造
者
・

販
売
者
）、観
光
商
工
団
体
な
ど
９
団
体
が

参
加
し
、３
年
前
か
ら
只
見
ら
し
い
産
品
づ

く
り
の
話
し
合
い
や
、試
作
品
の
テ
ス
ト
販

売
な
ど
を
行
い
、平
成
27
年
度
に「
委
員
会
、

ブ
ラ
ン
ド
基
準
、認
証
基
準
」を
設
置
し
ま

し
た
。

　

ブ
ラ
ン
ド
は
、町
内
の
誘
客
対
策
と
観
光
産

業
の
魅
力
向
上
を
図
る
為
、付
加
価
値
の
高

い
産
品
づ
く
り
を
目
的
と
し
、町
の
魅
力
と
個

性
を
伝
え
、安
心
安
全
を
も
っ
た
産
品
作
り
が

で
き
る
よ
う
次
の
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。▲▶昨年度実施した

　　テスト販売の様子

▲ブランドロゴマーク

　

認
証
さ
れ
た
商
品
に
つ
い
て
は
、ブ
ラ
ン
ド

シ
ー
ル
や
ブ
ラ
ン
ド
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
貼
り
販

売
す
る
こ
と
が
で
き
る
他
、町
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
の
際
に
は
、「
只
者
じ
ゃ
な
い
」ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
Ｐ
Ｒ
・
推
奨
さ
れ
る
等
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
認
証
さ
れ
て
い
る
商
品
は
７
品
あ

り
、８
月
以
降
町
内
各
所
で
も
購
入
で
き
る

よ
う
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、推
進
委
員
会
で
は
新
商
品
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。申
請
等
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、役
場
観
光
商
工
課
ま
で
お
問
合

せ
下
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先

　

役
場
観
光
商
工
課
観
光
係

　
（
☎
０
２
４
１-

82-

５
２
４
０
）

明
和
地
区
空
き
家
利
活
用
懇
談
会
を
開
催

明
和
地
区
空
き
家
利
活
用
懇
談
会
を
開
催

地
域
住
民
に
よ
る

　

７
月
７
日
、空
き
家
と
な
っ
て
い
る
小
林

集
落
の
古
民
家
で
、空
き
家
利
活
用
に
つ
い

て
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、明
和
自
治
振
興
会
、明
和
地
区

内
在
住
女
性
、Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
、明
和
振
興

セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
総
勢
15
名
が
参
加
し
、

古
民
家
の
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
意
見
交
換
さ

れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、空
き
家
対
策
の
一
つ
と
し

て
、空
き
家
を
売
り
・
貸
し
た
い
人
と
、買
い・

借
り
た
い
人
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
空
き
家

情
報
登
録
制
度「
空
き
家
バ
ン
ク
」に
つ
い
て

の
話
し
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。只
見
町
全
体

の
空
き
家
は
約
２
０
０
軒
ほ
ど
あ
り
、そ
の

内
明
和
地
区
に
55
軒
あ
り
ま
す
。明
和
振
興

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た
、地
区
内
に
あ
る
空▲様々な角度から空き家に対する意見交換がされました

き
家
所
有
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
報
告
で
は
、売
り
た
い・
貸
し
た

い
意
思
が
あ
り
、空
き
家
バ
ン
ク
登
録
に
向

け
て
前
向
き
な
回
答
が
12
件
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、千
葉
県
柏
市
か
ら
Ｉ
タ
ー
ン
で

布
沢
に
移
住
さ
れ
た
明
和
自
治
振
興
会
の

今
井
博
さ
ん
か
ら
は
、空
き
家
バ
ン
ク
の
仕

組
み
や
空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て
具
体
的

な
説
明
が
あ
り
、参
加
者
か
ら
も「
空
き
家

で
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
が
良
い
の
で
は
」「
空
き
蔵
を

酒
の
保
存
場
所
で
使
え
な
い
か
」な
ど
住
居

以
外
の
活
用
意
見
や
、「
空
き
家
バ
ン
ク
の
情

報
は
、空
き
家
の
状
態
に
よ
り
ラ
ン
ク
付
け

し
て
み
て
は
」な
ど
空
き
家
バ
ン
ク
利
用
者

目
線
で
の
意
見
が
活
発
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、意
見
交
換
の
中
で
問
題
点
も
見
え

て
き
ま
し
た
。「
空
き
家
に
残
さ
れ
た
仏
壇
や

家
具
な
ど
の
問
題
」「
修
繕
が
必
要
な
場
合

の
費
用
負
担
の
問
題
」「
冬
の
除
雪
な
ど
の

管
理
の
問
題
」「
集
落
に
非
協
力
的
な
方
が

移
住
す
る
可
能
性
が
あ
る
問
題
」な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
見
え
て
き
た
問
題
は
、明
和
地
区
だ

け
で
は
な
く
、町
全
体
が
抱
え
る
問
題
に
な

り
ま
す
。空
き
家
バ
ン
ク
が
町
の
少
子
高
齢

化
に
対
す
る
打
開
策
に
な
る
よ
う
、考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
制
度
化
は
、今
年
度
中

の
活
用
開
始
を
目
標
と
し
、さ
ら
に
町
全
体

で
空
き
家
の
登
録
を
目
指
し
ま
す
。

◆
認
証
基
準

　

①
町
内
の
事
業
所
で
製
造
・
生
産
さ
れ
た

　
　

商
品
で
あ
る
こ
と
。

　

②
着
色
料
・
保
存
料
・
化
学
調
味
料
が
無

　
　

添
加
で
あ
る
こ
と
。

　

③
町
内
で
収
穫
さ
れ
た
原
材
料
を
最
低

　
　

１
つ
以
上
使
用
す
る
こ
と
。
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自然首都で農業を始めてみませんか
新規就農者を応援します！！

１．トマトでの就農の流れ（相談～面接）

２．トマトでの就農の流れ（研修～就農）

３．新規就農の助成制度

お問合せ先／只見町役場　農林振興課　農政係　　　　　　　☎０２４１－８２－５２３０

　只見町では、新規就農者を積極的に支援しています。新規就農者が安心して農業の担い手になれるよう相談
受付や助成制度を整えています。Ｕ・Ｉターン、未経験でもＯＫ！ 是非お問合せ下さい。

◆就農相談
只見町の雪深い気候などを踏まえ、只見町で就農したいとい
う方は、まず下記お問い合わせ先までご連絡ください。
◆就農者面接
南郷トマトの生産組合やＪＡなどと面接を行い、受入が決定
したら次のとおりとなります。
　・南郷トマト生産組合で研修受入農家を選定します。
　・住居は、町で空き家を探し斡旋します。
　・冬期間の仕事についても、相談を受けます。

今年からＩターンで小川地区に新規就農された
村上ご夫妻。事業主として日 ト々マトづくりを頑
張っています！

▲さんべ農園での研修で学んだノウハウを
　活かしおいしい南郷トマトを育てています

◆１年目／農業研修
・研修期間は１年間（栽培期間は４月から10月頃まで）。組合
から紹介された農家で南郷トマトづくりの研修を実施します。

　・研修期間は研修費を助成します。
　・研修期間中にトマト栽培用農地を斡旋します。
◆２年目／事業主として就農
１年間の研修でノウハウを学び、栽培用地や住居を確保して
２年目は本格的に事業主としてトマト栽培が始まります。
・春にパイプハウスや潅水施設を設置。（助成制度有）
・その後は、仲間と相談しながら目標に向かって頑張ります！

□パイプハウスや潅水設備などは、国・県の補助事
業を活用しながら、ほぼ全額助成。

□苗・肥料などの資材について７割助成。
□借入れた農地代を５年間助成。
□青年就農給付金の給付（国制度）
□空き家（住居）の斡旋　　　　　…などなど

※年齢や同居親族、導入作物など条件があります。
詳しくは下記お問合せ先にご相談ください。

　福島県南会津農林事務所では日帰り～１週間程
度の農業体験プログラム「南会津ふるさとワークステ
イ事業」を実施しています。
　只見町でも実施できますので、まずはちょっとやっ
てみたいという方は、下記までお問い合わせください。

福島県南会津農林事務所企画部地域農林企画課
TEL：0241-62-5252　 FAX：0241-62-5256
E-mail：kikaku.af05@pref.fukushima.lg.jp


